
ちか　　まさ 

かず　　まさ 

まさ　　とし 

たか　　とし 

より　　しげ 

より　　つね 

より　　とよ 

より　　たけ 

より　　たか 

より　　ざね 

より　　おき 

より　　のり 

より　　ひろ 

より　　たね 

より　　とし 

史跡高松城跡（玉藻公園）の沿革 
たかまつ じょうあと 

歴代城主一覧表 
氏名 

生
駒
四
代 

松
平
十
一
代 

世　代 城　主 襲　　封 治　世 寿 墓　　所 

開園時間 

４月～５月 
６月～８月 
９月 
10月 
11月 

12月～1月 
２月 
３月 
 

 
大人（16歳以上） 
小人（６歳以上 16歳未満） 
団体は20人以上 

休園日　12月29日～12月31日 

普通 
200円 
100円 

　堀 
庭　園 
駐車場（無料57台） 

年始無料開放 
春の植木市 
桜見物夜間無料開放 
一般開放記念無料開放 
菊花展 
 

 １月１日～１月３日 
 ３月上旬～４月上旬  
 ４月上旬  
 ５月５日 
 10月中旬～11月中旬 
 

22,608.00㎡ 
55,602.79㎡ 
1,376.65㎡ 

団体 
140円 
170円 

５時30分～18時30分 
５時30分～19時 
５時30分～18時30分 
６時　　～17時30分 
６時30分～17時 
７時　　～17時 
７時　　～17時30分 
６時30分～18時 
 

公園の開園時間 
西門開門時間 
日の出～日没 

東門開門時間 
 

年間行事予定
 

入 園 料  

総 面 積 79,587.44㎡ 

初　代 

２　代 

３　代 

４　代 

初　代 

２　代 

３　代 

４　代 

５　代 

６　代 

７　代 

８　代 

９　代 

10　代 

11　代 

 

親　正 

一　正 

正　俊 

高　俊 

　　重 

　　常 

　　豊 

　　　  

　　恭 

　　眞 

　　起 

　　儀 

　　恕 

　　胤 

　　聰 

14 年 

８ 年 

12 年 

19 年 

32 年 

32 年 

32 年 

５ 年 

33 年 

10 年 

13 年 

30 年 

22 年 

20 年 

11 年 

78 歳 

56 歳 

36 歳 

48 歳 

74 歳 

53 歳 

56 歳 

20 歳 

61 歳 

38 歳 

46 歳 

55 歳 

45 歳 

68 歳 

70 歳 

天正15年８月 
（1587年） 

 
慶長６年５月 
（1601年） 

 
慶長15年３月 
（1610年） 

 
元和７年６月 
（1621年） 

 
寛永19年２月 
（1642年） 

 
延宝元年２月 
（1673年） 

 
宝永元年２月 
（1704年） 

 
享保20年12月 
（1735年） 

 
元文４年９月 
（1739年） 

 
明和８年８月 
（1771年） 

 
安永９年４月 
（1780年） 

 
寛政４年９月 
（1792年） 

 
文政４年５月 
（1821年） 

 
天保13年５月 
（1842年） 

 
文久元年７月 
（1861年） 

こう　　けん　　 じ 

ほう　　せん　　 じ 

りゅう　げん　　 じ 

ほう　　ねん　　 じ 

れい　　 し　　　じ 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

でん　　つう　　いん 

　 

問い合わせ 
 〒760－0030  

 指定管理者：香川県造園事業協同組合　主管課：高松市創造都市推進局文化財課

香川県高松市玉藻町２番１号 
 　　　　　　玉藻公園管理事務所 
 　　　　　　TEL 087－851－1521　FAX 087－823－6390 
　　　　　　 http://www.takamatsujyo.com/

7時　　～18時 
 

8時30分～17時 
 

弘 憲 寺  
（市内錦町） 

 

 
法 泉 寺  
（市内番町） 

ほう　　せん　　 じ 

法 泉 寺  
（市内番町） 

 
竜 源 寺  

（秋田県矢島町） 
 

法 然 寺  
（市内仏生山町） 

 
霊 芝 寺  
（志度町） 

 
法 然 寺  

 
 

法 然 寺  
 
 

法 然 寺  
 
 

法 然 寺  
 
 

法 然 寺  
 
 

法 然 寺  

法 然 寺  

 
 

霊 芝 寺  
 
 

伝 通 院  
（東京都） 

 

大人（16歳以上） 
小人（６歳以上 16歳未満） 
1年間有効 

1,250円 
620円 

定期入園券 

　高松城は、またの名を玉藻城と呼ばれていますが、その由来は万葉集で柿本人磨が讃岐の国の枕言葉に「玉藻よし」と詠んだことに因んで、このあたりの海が
玉藻の浦と呼ばれていたことによるといわれています。
　この城は、天正15年（1587年）に、豊臣秀吉から讃岐一国を与えられた生駒親正が、天正16年から香東郡野原庄（篦原）と呼ばれていた現在地を高松と改め築
城に着手した平城（水城）です。縄張り（設計）は、当時築城の名手であった黒田孝高（如水）とも細川忠興ともいわれています。瀬戸内の海水を外堀、中堀、
内堀に引き込んだこの城は、日本の三大水城のひとつといわれています。城には、本丸を中心に時計廻りの方向に二の丸、三の丸、桜の馬場、西の丸が配され、
三重の堀とともに堅固な構えとなっていました。
　生駒氏の治世は４代54年間続きましたが、寛永17年（1640年）に生駒騒動といわれる御家騒動により、讃岐一国を召し上げられ、出羽国（秋田県）矢島１万石
に移されました。このあと、寛永19年（1642年）に当時常陸国（茨城県）下館藩主だった松平 重が東讃岐12万石の領主として入城しました。 重は徳川家康の孫で、
徳川光圀（水戸黄門）の兄にあたります。将軍家と近親の関係にあった 重は中国・四国の監察役を命じられていたといわれています。 重以降、松平氏の治世
は11代228年間にわたり、高松は松平氏の城下町として栄えました。
　お城は、明治３年に廃城伺を提出し許可され、一時、政府の所管となりましたが、明治23年（1890年）に城跡の一部が松平家に払い下げになり、昭和20年には
松平家から公益財団法人松平公益会に継承され、さらに昭和29年に高松市が譲り受けて、高松市立玉藻公園として昭和30年５月５日から一般に開放しました。現
在の玉藻公園の面積は79,587㎡（約２万４千坪）で、往時の城域66万㎡（約20万坪）と比べると８分の１ほどの広さです。城跡には重要文化財の月見櫓、水手御門、
渡櫓や艮櫓とともに石垣や堀などが残り、昭和30年３月２日に国の史跡に指定されています。また、高松城は彦根城と姉妹城縁組をしていますが、これは第11代
藩主 聰の奥方として、彦根藩主であった井伊直弼の次女千代姫が輿入れしている縁から、昭和41年に結ばれたものです。

たま  も かきのもとひとまろ

い こま ちかまさ のはらのしょう

ひらじろ みずしろ くろ  だ  よしたか じょすい ただおき

で  わの くに や しま

ひたちのくに しもだて まつだいらよりしげ

みつくに

うしとら

よりとし い　い  なおすけ ち　よ  ひめ

史跡高松城跡（玉藻公園）の沿革
たかまつ じょうあと 

　高松城は、またの名を玉藻城と呼ばれていますが、その由来は万葉集で柿本人磨が讃岐の国の枕言葉に「玉藻よし」と詠んだことに因んで、このあたりの海が
玉藻の浦と呼ばれていたことによるといわれています。

たま  も かきのもとひとまろ

い こま ちかまさ のはらのしょう



AED設置場所（　陳列館前） 
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⑩

⑪

③
①

⑤

②

④

⑤

⑥

⑧
●

⑦
⑫

披雲閣庭園

簾

（
公
財
）

レクザムホール
（香川県県民ホール）

長男として生まれながら、運命のいた

　男である光圀が水戸徳川家を継ぐことになりました。光圀自身も次男である自分が兄を差し置いて水戸藩主となったことを悔やんで、自分

　テレビドラマなどで

の跡取りに　重の子（綱　）を迎え

官 休 庵（武者小路千家）と松平家 
　　 れています。松平家が所有する楽焼茶碗「木

　守」は、千利休が作らせたもので、歴代の武者小路千家当主が「宗守」を襲名する披露茶会には必ず使用され、そのときには武者小路千家から松平家に、拝借の使者が立てられます。 

松平家の泳法 
　　 西の堀溜（現ＪＲ高松駅構内）にて藩士に水

　　高松藩の水術は水戸藩の水術である水府流を源流とし、「高松御当所流」と呼ばれていましたが、やがて「水任流」が正式名称とされ、昭和53年４月に松平家第13代松平　明氏を会長と

流保存会を結成して日本泳法の保存に努め、水任

　流は昭和54年高松市無形文化財第１号に指定されたことの偉業を称え、二の丸北側（園外 ）に が建てられています。 
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⑫

ずらから、次

て水戸藩主と

城

園内のみどころ

旭橋と旭門①
あさひばし

つきみやぐら みずてごもん わたりやぐら

　かつて、城の南側の桜の馬場の南中程
に大手門がありましたが、寛文11年（1671年）
頃、三の丸に藩主の住居である旧披雲閣
が建てられたため、これを廃して新たに
東に旭橋を架け、それを渡って旭門から
出入りするようになりました。旭門を入っ
たところにある巨石を積み重ねてつくら
れた桝形は、攻め込んだ敵を包囲するた
めのものです。桝形の北面には埋門があ
り、南側には太鼓御門がありました。

披雲閣⑥
ひうんかく

〔平成24年7月9日　重要文化財指定〕
　延床面積は1,887㎡。
　松平藩時代にも現在の場所に
披雲閣と呼ばれる広大な建物（現
在の約２倍）がありました。藩の
政庁及び藩主の住居として使わ
れていましたが、明治時代老朽
化により取り壊され、その後、３
年の歳月と当時のお金で15万余円
の巨費を投じて、大正６年（1917
年）現在の披雲閣が完成しまし

た。披雲閣
には 142 畳
敷の大書院
をはじめ、
槇の間、松
の間、蘇鉄
の間など雅
致を生かし
た部屋があ
り、波の間
には、昭和

天皇・皇后両陛下が宿泊されま
した。第２次世界大戦後しばらく
占領軍に接収されていましたが、
高松市が譲り受けてからは、貸
会場として会議、茶会、華展な
どに利用され、市民に親しまれ
ています。

陳列館⑤
　高松城や歴代藩主等に関す
る文化財や資料、模型、古写
真等を展示しています。国宝
詩懐紙藤原佐理書（複製）高
松城天守閣鯱（複製）高松城・
城下町模型、取壊し前の高松
城天守閣写真を含む明治時代
の高松城周辺を撮影した写真
（平成17年、英国ケンブリッジ
大学図書館）天守台発掘調査
写真パネル等

桜の馬場③
　かつては今の２倍ほどの広さがありました。現在は桜
の木が植えられており、春は花見の人で賑わいます。

桜御門④
　三の丸入口の櫓門で昭和 20 年（1945年）の高松空襲によ
り焼失しましたが、令和４年（2022年）７月、77年ぶりに
蘇りました。復元には、古写真と礎石に残る柱跡などが
有力な手掛かりになりました。慢幕は白麻地に紺色の桜
紋他３種類あり、行事により付け替えます。

ますがた

つきみ

すみやぐら

そうぬりごめ

天守閣跡⑪
　生駒氏時代の天守は、絵図や
古文書によると３重だったとされ
ています。松平氏時代の寛文10
年（1670年）に改築された天守は
３重５階（３重４階＋地下１階）の
南蛮造りで四国最大の規模を
誇っていましたが、明治 17 年
（1884 年）老朽化を理由に取り壊
されました。平成17年から天守台
修復工事が行われ、発掘調査の
結果地下1 階部分から58個の礎石
が当時のまま現れました。平成25
年修復工事も完了し、今後天守
閣復元に期待がかかっています。

月見櫓・水手御門・渡櫓⑦
　［昭和25年８月29日重要文化財指定］
　月見櫓は北の丸の隅櫓として延宝４
年（1676年）頃に完成したといわれ、
出入りする船を監視する役割を持つと
ともに、藩主が江戸から船で帰られる
のをこの櫓から望み見たので［着見櫓］
ともいわれています。総塗籠造りの三
重三階・入母屋造・本瓦葺で、初重は
千鳥破風、二重は唐破風と屋根の形を
対象させています。
　月見櫓に連なる薬医門様式の水手御
門は、いわば海の大手門です。

艮　櫓（旧太鼓櫓跡）②
うしとらやぐら たいこ

　［昭和25年８月29日重要文化財指定］
　艮櫓はもともと東の丸の北東の隅（現
在の県民ホール敷地内）にあった櫓で、
北東の方角を丑寅ということからこの名
前があります。完成は延宝５年（1677 年）
といわれ、月見櫓と同時期につくられま
した。三重三階・入母屋造・本瓦葺で、
形は月見櫓と似ていますが、初重に大き
な千鳥破風があるのが特徴です。昭和 40
年に当時の所有者であった旧国鉄より高
松市が譲り受けて、２年の歳月をかけて、
東の丸より旧太鼓櫓跡に移築されました。

　

披雲閣庭園⑧
〔平成25年１0月17日　名勝指定〕
　この庭は披雲閣の建築にあわせて、大正６年（1917年）
頃作造された枯山水の庭で、江戸時代の三尊石や重さ
11トンといわれる手水鉢、昭和天皇・皇后両陛下お手
植えの松などがあります。

水　門⑨
　この城は堀が海とつながっているので、
潮の干潮による水位調節のため水門が設
けられています。堀にはタイやチヌなど
海の魚がいて、エサやり体験が楽しめま
す。

鞘　橋⑩
さや　　 ばし

　本丸と二の丸を結んでいる唯一の連絡
橋で、当初は欄干橋でしたが、江戸時代
中期末頃にはこのような屋根付の橋に
なっていたようです。

いりもやづくり

ちどりはふ からはふ

やくいもん

うずみもん

やぐらもん

まき

が

ち


